
いつも笑顔！

飯塚園長ごあいさつ

社会福祉法人三田谷治療教育院   明石市立あおぞら園 ・ きらきら

〒674-0092 明石市二見町東二見 1836 番地の 1

ふれあいプラザあかし西 2 階

TEL. 078-945-0280 FAX. 078-945-0281 

E-Mail : aozorakirakira@sandaya.or.jp

私たち相談支援専門員は、お子様（ご本人）とご家族の生活全般のお話を伺いながら、お子様の成長を共に喜び、

また、お困りごとに関しては関係機関と連携しながら、解決に向けて支援の方向性を探っていくという支援をさ

せていただいています。

その中で鍵となるのが、「ご家族を含めた関係機関との連携」となり、学校園や事業所間のみならず、あかしこ

どもセンターや明石市立発達支援センター、医療に関しては訪問看護ステーション等と密に連絡を取ることが増

えてきているのが現状です。支援会議では、たくさんの職種が集まり、一人のお子様のことについて話し合うこ

とで、お子様をいろいろな角度から理解でき、一緒の方向を向いて支援できることの有効性を強く感じる毎日です。

何度も支援会議を重ね、学校に毎日楽しく行けるようになったお子様、家庭での困り事が多く、ご両親も対応

に途方に暮れていたご家族も、いろいろなサービスを使いながら、たくさんの人に褒めてもらう経験を積むことで、

お子様は自分の居場所を見つけ、さらにご家族はレスパイトできたなど、嬉しい報告も聞かれています。今後も、

お子様やご家族が望まれる毎日を送ることができるよう、みんなで力を合わせられる体系づくりに取り組んでい

きたいと考えています。（小坂田）

最近インフルエンザが流行ってきていると聞きますが、皆様大丈夫ですか？幸い、あおぞ

ら園、ゆりかご園共に感染された方は少なく感じます。

今回のご挨拶は、こちらのあおぞら園のページだけに書かせていただきます。ゆりかご園

の記事にもありますが、11 月 24 日（日）に「ふりかけプロジェクト」のイベントとして、

イオンシネマ明石様のご協力により、映画鑑賞会を実施いたしました。ゆりかご園の卒園生

の方はもちろんの事、今回はあおぞら園に通園されているこども達にも参加して頂きました。

映画はディズニーの「ウィッシュ」でした。館内は、電気を少し明るめに、音響は控えめに、室温はその都度調

整して頂く。という配慮のもと、実施できました。開始前には、何度も「気を遣わずに一緒に見ましょうね」と

アナウンスしました。途中、鳴き声も聞こえていましたし、映画のシーンを声に出して楽しんでいるお子様もい

ました。内容もとても素敵なもので「夢は自分で叶えよう！」というテーマでした。

鑑賞後のアンケートでも「なかなか映画を家族で見るという機会がなかったが、今回は本当に良かったです」

との良い感想ばかりで、この企画は、継続すべきだな。との私の結論です。ただ、企画をするというより、社会

全体がインクルーシブな空間になることが本当の目指すところだと改めて思いました。

充実した毎日を送れるように！ ～相談支援専門員からのお話～
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万が一に備えた防災訓練！ ～アプリ・システムの見本市～

11 月 20 日（水）訓練に先立って、明石消防局二

見分署の方たちのご厚意で 2 時から消防車の見学会

がありました。降園の時間に合わせて消防車でバス・

ロータリーに来てくださって、1 日を終えたあおぞ

ら園・きらきらの園児たちは 1 人ずつ順に記念撮影

をしていきました。帰りのバスに乗るものと思って

いたら代わりに消防車がいて、とまどうお子さまも

おられましたが、一方で大好きな消防車の運転席に

乗せてもらって、ご機嫌で写真を撮られているお子

さまの姿も印象的でした。みんなのいい思い出に

なってくれたらいいな、と思います。

その後、あおぞら園・きらきらの職員はプラザの

方たちと一緒に防災訓練に参加しました。館内の放送にしたがって地震の揺れに対処し、続けて津波発生時と火災

時の避難、そして消火訓練を行いました。あおぞら園・きらきらの職員は毎月訓練をしているので、いつも通り落

ち着いて行動できたと思います。最後に消防署の方から講評がありましたが、よく訓練されていて申し分ないとい

う高い評価をいただきました。

地震や火事のニュースが毎日のように聞かれます。こうした訓練もふまえて、お子さまの安全のために日々心が

けていきたいと思います。（吉川）

卒園しても相談できるあおぞら園を目指して ～あおぞら同窓会のご報告～

11 月 10 日（日）に小学校 2 年生までの卒園児の方を対象にあおぞら同窓会を行いました。久しぶりのあおぞら

園にワクワクしたり、少し緊張したりするお子様の様子が見られました。みんなで遊んでいくと少しずつ緊張がほ

ぐれ、帰るころには、みんな笑顔で過ごされていました。あおぞら園で遊ぶなか、体だけでなく、心も大きく成長

されているお子様の姿を見ることができ、嬉しかったです。保護者の方とも成長した

お子様のことや困ったことなど、たくさんお話をすることができ、「懐かしい」「話が

できてよかった」等の感想をいただきました。

卒園後も気軽に親子で遊びに来たり、保護者の方が相談しようと思えるあおぞら園

でありたいと感じました。卒園児の方は、あおぞら同窓会以外でも、ぜひ元気な顔を

見せに来てもらえたらと思います。（山出）

サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者連絡会 ～繋がりを大切に～

11 月 15 日に行われた明石市地域自立支援協議会主催の

「サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者連絡会」

の企画、運営に携わらせていただきました。本会はサービ

ス管理責任者、児童発達支援管理責任者間の繋がりを作り、

事業所間の連携強化や業務についての意見交換や実践報

告、相互学習に取り組んでいくために立ち上げられ、今年

で 3 回目を迎えました。

当日は多忙な中、80 名を超える方々に参加をしていた

だきました。午前中はコアメンバーの事業所で行っている

意思決定支援についての実践報告、午後からは職場内での

コミュニケーションをテーマに自分自身のコミュニケー

ションタイプを知ったり、コミュニケーションのスキルや工夫を学ぶ機会となりました。本会の特徴として、グルー

プワークの時間が多ことです。意見交換する時間が多くとられていることで、他者の意見を聞くことで気づきを得

たり、改めてこの仕事の楽しさややりがいを感じることができる時間でした。

明石市内には就労支援事業所や放課後等デイサービス、児童発達支援事業所がたくさんあります。80 名を超え

るたくさんの方が参加をされたことから、他事業所との連携や繋がりを持つことが必要だと感じているのだ思いま

した。今後も今まで以上に関係機関と連携をとり、支援を充実させ、利用される方の幸せに繋がるよう、努力して

いきたいと思います。（大向）
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～あおぞら同窓会のご報告～

11 月 15 日に行われた明石市地域自立支援協議会主催の

あおぞら同窓会の様子

連絡会であおぞら園の取り組みを発表する大向主任

勇ましく消防車に乗って記念撮影をするらっこ組のお子様


